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特別支援教育は…

特別な支援を必要とする
の学校

全て

特別な支援を必要とする全ての幼児児童生徒

❶

「共生社会」の形成



共生社会の形成に向けて

インクルーシブ教育システムとは

合理的配慮とは

「合理的配慮」の観点

❷

合意形成



多様な学びの場
通常の学級

通級による指導

特別支援学級

特別支援学校

❸

　通常の学級において、発達障害を含む特別な支援を必要とする子どもには、適切な配慮やテ
ィーム・ティーチングの活用、学習の習熟に応じた指導の工夫等を行います。学級担任と特別
支援教育コーディネーターが中心となり、個別の指導計画を作成するなどして、校内の教職員
で共通理解を図ります。　　　
　また、必要に応じて、巡回相談員や専門家チーム、特別支援学校や医療・福祉などの関係機
関等からの専門的な助言や援助を活用し、個別の教育支援計画を作成して適切な指導・支援に
努めます。

　小・中学校において、各教科等の指導は通常の学級で行いながら、障害に応じた特別の指導
を特別の場（通級指導教室）で行う教育の形態です。言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難
聴、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）等を対象としています。
　障害による学習上又は生活上の困難の改善･克服を目的とする「自立活動」の内容を取り入れ、
個々に応じた指導目標・内容を定めて指導を行うほか、特に必要がある場合は、各教科の補充
を目的とした指導も行います。

　小・中学校において、障害の種別ごとに少人数によるきめ細かな指導を行う学級です。知的
障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自閉症・情緒障害を対象として
います。基本的には、小・中学校の学習指導要領に沿った教育を行いますが、障害の状態等に
応じて、特別支援学校学習指導要領を参考にし、実情に合った弾力的な教育課程が編成できる
ようになっています。
　また、特別支援学級に在籍する子どもが通常の学級の子どもと一緒に学んだり活動を共にし
たりする「交流及び共同学習」も、実態に応じて積極的に推進することとなっています。

　視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱のある幼児児童生徒を対象として、専門
性の高い教育を行う学校です。
　幼稚園、小学校、中学校、高等学校に準ずる教育を行うとともに、障害による学習上または
生活上の困難を改善・克服するための特別な指導領域「自立活動」を実施しています。また、
子どもの実態に応じた弾力的な教育課程が編成できるようになっており、一人一人に応じた教
育内容・方法を工夫し、きめ細かな指導・支援を行っています。
　特別支援学校では、これまで蓄積してきた専門的な知識や技能を生かし、地域における特別
支援教育のセンターとしての役割（センター的機能）を果たします。具体的には、幼稚園、小
･中学校、高等学校等の要請に応じて、次のような取組を行います。
　○　特別支援教育に関する教育相談、情報提供
　○　特別な支援を必要とする幼児児童生徒の指導・支援
　○　教職員に対する研修協力
　○　教材･教具、施設設備等の提供
　また、他の学校や医療、福祉、保健、労働等の関係機関と連携し、地域のネットワークづく
りも進めています。
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県立松山盲学校

〒791-8016 愛媛県松山市久万ノ台 112番地
TEL 089-922-3655　FAX 089-922-2893
E-mail　matsb-ad@esnet.ed.jp
http://matsuyama-sb.esnet.ed.jp/

教育活動

センター的機能
■教育相談

■サマー（ウインター）スクール

■オープンスクール

幼稚園、小学校、中学校と同じ内容の教育を行うとともに、障害による学習上又は生
活上の困難を改善・克服する指導を行っています。他の障害を併せ有する幼児児童生
徒に対しても、特性等に応じた指導を行っています。
高等学校の普通科と同じ教科・科目を指導するほか、障害による学習上又は生活上の
困難を改善・克服するための指導を行っています。
中学校の卒業者を対象に、高等学校の課程を履修するとともに、あん摩マッサージ指
圧師を養成します。

高等学校の卒業者を対象に、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師を養成します。

高
　
等
　
部

　 部 　
幼 稚 部
小 学 部
中 学 部
本 科
普 通 科
本 科
保 健 理 療 科
専 攻 科
理 療 科

教　　育　　内　　容
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県立松山聾学校

〒799-2655 愛媛県松山市馬木町 2325 番地
 TEL 089-979-2211（代表）
 FAX 089-979-2214（FAX）
 TEL 089-979-2213（寄宿舎）
E-mail　matsd-ad@esnet.ed.jp
http://matsuyama-sd.esnet.ed.jp/

社会自立を目指した「自立活動」
本校が掲げる『３つの柱と４つの領域』

日 本 語 の 力
障 　 害 　 認 　 識
コミュニケーション

障
害
理
解
の
学
習

言
語
の
学
習

発
音
発
語
の
学
習

聴
覚
学
習

教育活動

センター的機能
■教育相談

■体験活動

幼 稚 部

行事事後指導

小 学 部

小学部集会

高 等 部

現 場 実 習

中 学 部

新入生歓迎会

幼稚部新教棟 本　　館

ま  つ  ろ  う
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県立しげのぶ特別支援学校

教育活動

センター的機能

■教育課程

■教育活動

■医療的ケア

〒791-0212 愛媛県東温市田窪 2135 番地
TEL 089-964-2258　FAX 089-964-3496
E-mail　sigsc-ad@esnet.ed.jp
http://shigenobu-ss.esnet.ed.jp

❼

　小・中・高等部に肢体不自由教育部門と病弱教育部門を設け、それぞれに三つの教育課程
（幼稚園・小・中・高等学校に準ずる教育課程、知的障害特別支援学校の教育課程に代替す
る教育課程、重度・重複障害に対応する自立活動を主とする教育課程）を編成して、指導に
あたっています。なお、幼稚部は肢体不自由教育部門のみを設けています。



県立みなら特別支援学校

教育活動

センター的機能

〒791-0211 愛媛県東温市見奈良 1545
TEL 089-964-2395　FAX 089-964-8545
E-mail　minsc-ad@esnet.ed.jp
http://minara-ss.esnet.ed.jp/

重
　
　
　
信
　
　
　
川

至
高
松

至
伊
予

横河原バス停

N

至松山

至森松

東温市役所

至松山

至松山

至松山市駅

見奈良

子
ど
も

療
育
セ
ン
タ
ー

し
げ
の
ぶ

特
別
支
援
学
校

愛大医学部

東温高校

医学部南

松山刑務所

横河原

愛媛医療

センター

11

11

学校周辺図

松
山
自
動
車
道

みなら特別支援学校

生活単元学習：小学部 作業学習：中学部 作業学習（福祉）：高等部

歌・リズム：訪問教育

■教育内容

■本校の特色
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県立みなら特別支援学校 松山城北分校

教育活動

センター的機能

■教育内容

■本校の特色

〒799-2655 愛媛県松山市馬木町2325
TEL 089-979-5650   FAX 089-979-5651
E-mail　mjhsc-ad@esnet.ed.jp
http://minara-ss-johoku.esnet.ed.jp/

＊伊予和気駅下車　徒歩8分
＊伊予鉄バス北条線　金毘羅前下車　徒歩10分
＊伊予鉄バス勝岡線　仲村下車　徒歩6分

【地域の方との田植え】

【高文祭 芸能部門での発表】

【外部講師による指導】 【外部講師による指導】

【校内実習　うちわ作り】 【各事業所での個人実習】 【各事業所での個人実習】

【海岸清掃】 【お遍路さんの接待】

❾



県立今治特別支援学校

教育活動

センター的機能

〒799-1524 愛媛県今治市桜井乙32番地313
TEL 0898-47-0355　FAX 0898-47-4993
E-mail　imasc-ad@esnet.ed.jp
http://imabari-sh.esnet.ed.jp/

交通手段 ＊伊予桜井駅下車1.3km(徒歩20分)
 ＊志々満ヶ原バス停下車1km(徒歩15分)
 ＊桜井駅口バス停下車1km(徒歩15分)

中
学
部「
朝
の
運
動
」

小
学
部「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
」

高
等
部「
作
業
学
習 

さ
を
り
」

訪
問
教
育「
学
習
発
表
会
」

作業や実習に参加し、働く意義を学ぶ学習

身辺処理の力や生活習慣を身に付ける学習 遊びを楽しみ、身体活動や人とのかかわりを
活発にする学習

身近なテーマや生活上の課題に、仲間と一緒
に取り組む学習

日常生活の指導 遊びの指導

作業学習 生活単元学習

主
な
学
習
活
動

心配
ごとは

ありませんか？
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県立宇和特別支援学校（聴覚障害部門）

〒797-0015 愛媛県西予市宇和町卯之町3-85
TEL 0894-62-0061　FAX 0894-62-0213
E-mail　uwasd-ad@esnet.ed.jp
http://uwa-sd.esnet.ed.jp/cms/

教育活動

センター的機能
■教育相談

■通級指導教室（難聴）

■研修支援

■理解啓発■体験学習・体験入学

＊ 宇和島バス下の町バス停下車 約0.3㎞ (徒歩約 5分)
＊ 宇和島バス卯之町営業所下車 約0.5㎞（徒歩約10分）
＊ 予讃線卯之町駅下車 約0.7㎞（徒歩約15分）

電話・ＦＡＸ・
メールで御連絡
ください

幼稚部
○遊びや生活体験を通して
心身の調和のとれた発達
を促し、コミュニケーショ
ンの素地を養います。

小学部
○豊かなコミュニケーション
活動と個に応じた教科学
習をもとに、基礎学力の定
着を目指します。

高等部（普通科）
○進路を見据えた学習の充
実を図り、社会で自立でき
る力を育てます。

中学部
○基礎学力の充実を図り、
インターンシップや体験
学習等により、進路を見
据えた指導を行います。

「一人一人の生きる力をはぐくむ特別支援教育の推進」

11



「一人一人の生きる力をはぐくむ特別支援教育の推進」

県立宇和特別支援学校（知的障害部門）

〒797-0029
愛媛県西予市宇和町永長1287-１
電話 0894-62-5135
ＦＡＸ 0894-62-6938
E-mail  uwa-ad@esnet.ed.jp
http://uwa-sh.esnet.ed.jp/cms

教育活動

センター的機能
■教育相談 ■体験学習・体験入学

■理解啓発
■研修支援

電話・ＦＡＸ・
メールで御連絡
ください

小学部
　体験的活動や学習を通して、
日常生活に必要な基礎的な知識
や技能の習得を目指します。

訪問教育
　家庭や病院・施設などを訪問
して、一人一人の状態に応じた
学習を行います。

高等部
　一人一人の特性に応じた職業
教育を行い、卒業後の自立した
生活に役立つ力を育成します。

《普通科》
生活自立や社会参加を目指します。
《産業科》
職業自立や社会自立を目指します。

中学部
　将来の自立を目指し、主体性
を大切にした体験的な学習を行
い、生活する力を育てます。

＊予讃線 上宇和駅下車約1.4㎞（徒歩約20分）
＊予讃線 卯之町駅下車2.9km（タクシー約10分）
＊宇和島バス
　永長バス停下車約1.0㎞（徒歩約15分）

12



「一人一人の生きる力をはぐくむ特別支援教育の推進」

県立宇和特別支援学校（肢体不自由部門）

〒797-0015 愛媛県西予市宇和町卯之町3-85
TEL 0894-62-0061　FAX 0894-62-0213
E-mail　uwasd-ad@esnet.ed.jp
http://uwa-sf.esnet.ed.jp/

教育活動

センター的機能

小学部
○基本的な生活習慣を身に
付けるとともに学習の基
礎的・基本的内容の定着
を図ります。

高等部（普通科）
○個々の将来像を見据えた
進路指導の充実を図ると
ともに社会生活への適応
力も高めます。

スクールバス
○遠距離通学生のために小
型スクールバスを３台運行
しています。

中学部
○主体的に生活する力を
養うとともに学力の向上
を図り、社会生活への関
心を高めます。

電話・ＦＡＸ・
メールで御連絡
ください

■教育相談

■研修支援

■理解啓発

■体験学習

＊ 宇和島バス下の町バス停下車 約0.3㎞ (徒歩約 5分)
＊ 宇和島バス卯之町営業所下車 約0.5㎞（徒歩約10分）
＊ 予讃線卯之町駅下車 約0.7㎞（徒歩約15分）

13

学校に常駐している看護師がたんの吸引や経管栄養などの医療的ケアを実施します。



〒792-0042 愛媛県新居浜市本郷３丁目１番５号
TEL 0897-31-6656　FAX 0897-44-5599
E-mail　niisc-ad@esnet.ed.jp
http://niihama-ss.esnet.ed.jp

県立新居浜特別支援学校 

教育活動

センター的機能

遊びの指導

生活単元学習

作業学習（校内実習）

現場実習

ペットボトルを使ったおもちゃの
制作をしています

手順書を見ながら、調理をして
います

宿泊学習に向けての事前学習
をしています

丁寧に、こつこつと一日中、仕事
を続けます

商品の陳列をしています

主
な
学
習
活
動

心配ごとはありませんか？

＊新居浜駅バス停⇔県病院前バス停 下車0.4ｋｍ(徒歩5分)
＊松山自動車道 西条インターから車で15分
 新居浜インターから車で15分
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〒792-0024 愛媛県新居浜市宮西町４番46号
TEL 0897-31-1121　FAX 0897-37-6611
E-mail　niksc-ad@esnet.ed.jp
http://niihama-ss-kawanishi.esnet.ed.jp

県立新居浜特別支援学校 川西分校 

教育活動

センター的機能

■医療的ケア

■教育課程

■交流及び共同学習

教科別の指導

主体的に学び、確かな学力
を身に付けます。

生活単元学習

スーパーに出掛け、買物の
仕方を学びます。

自立活動

ＰＣＷ（歩行器）で歩く練習
をしています。

給食指導

楽しく食べながら、上手な
食べ方を学びます。

＊新居浜駅から車で10分
＊松山自動車道　新居浜インターから車で20分

15



愛媛大学教育学部附属特別支援学校 

教育活動

センター的機能

■本校の特色

■教育内容

■卒業生の進路

■入学等について

〒790-0855 愛媛県松山市持田町１-５-22
TEL 089-913-7891
FAX 089-913-7892
E-mail　tokushi@edc.ehime-u.ac.jp
http://tokushi.edc.ehime-u.ac.jp/

＊伊予鉄市内バス⑩番線｢附属中学前｣下車で徒歩1分、 
＊伊予鉄市内電車｢勝山町｣下車で東に約800m
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視覚障害（38人）2.7％ 病弱（11人）0.8％
聴覚障害（45人）3.2％

肢体不自由
（197人）14.1％

知的障害
（1,106人）79.2％

幼稚部（14人）1.0％

小学部
（396人）
28.3％

中学部
（328人）
23.5％

高等部
（659人）
47.2％

17
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主な相談機関

■ 特別支援学校（Ｐ５～16を御覧ください）
　　随時相談に応じるほか、学校公開や体験入学を行っています。

■ 愛媛県教育委員会 特別支援教育課
特別支援教育巡回相談

特別な教育的支援が必要な子どもの相談

教員対象の研修

特別支援教育専門家チーム

TEL 089-912-2965
E-mail:tokubetsushien@pref.ehime.jp

TEL 089-963-3113
http://www.esnet.ed.jp/center/soudan/

FAX 089-912-2964
http://ehime-c.esnet.ed.jp/shougaiji/

TEL 089-955-5532 FAX 089-955-5547

　要請に応じて幼稚園、小･中学校、高等学校等を訪問し、発達障害を含む特別な支援を必要
とする幼児児童生徒の指導内容･方法、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成に関
する助言を行います。

　医師、学識経験者、学校関係者等で編成し、幼稚園、小･中学校、高等学校等からの要請に
応じて、障害の判断と望ましい教育的対応について助言・指導を行います。

　幼児児童生徒の発達や教育、養育についての相談を行います。また、希望に応じて、特性を
把握するための心理検査を実施します。医療機関、外部の相談機関等の紹介もします。

　専門スタッフによる発達障害に関する相談や情報提供を行っています。必要に応じて、関係
機関や支援機関などの紹介もします。

　特別支援教育に携わる教員の資質、専門性の向上を目的に、課題別研修を開講していま
す。また、学校や市町教育委員会、教科等研究委員会の要請に応じてセンター所員が出向き、
90分程度の講座を行う「出前講座」も実施しています。

■ 愛媛県総合教育センター 特別支援教育室

音声案内が聞こえた後
207、  208、  209のいずれかをダイヤル

出前講座(申込窓口:企画開発室）
TEL 089-963-3113
http://www.esnet.ed.jp/center/soudan/

音声案内が聞こえた後
507をダイヤル

■ 愛媛県発達障害者支援センター あい♥ゆう

http://www.pref.ehime.jp/h20123/kodomo-ryoiku/aiyu/

※各市町教育委員会においても、教育相談等（巡回相談も一部で実施）を行っていますので、問い合わせてください。

19


